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神谷 馨会長 

皆さまこんにちは。本日は職業

奉仕について鈴木雅人委員長より

卓話をして頂きます。大変楽しみ

にしております。 

先週の例会で「自分の仕事は誰

の役に立っているのか」「自分の職

業を通じてどのような社会貢献ができるのか」との職業

奉仕の視点をそれぞれの企業に向けた考え方で、前向き

に進めていく事がロータリアンとして大切な考え方と

の話をさせていただきました。 

私共の眼鏡業界は半医半商と言われる中、眼鏡市場規

模が 40 年間で 8,000 億から 4,000 億へと半減いたしま

した。主な原因は長期のデフレによる単価の下落です。

その他インターネットの普及、販売チャンネルの変化等

様々な変動要因があります。人口減少問題も今後の大き

な課題と考えられています。しかし眼疾患により年間 1

万 4,000 人の方々が失明しており、それによる社会損失

額は年間 8.8 兆円と膨大な金額になります。強い近視が

失明原因の第１の要因と考えられている中で私たちの

役割は、近視の矯正だけでなく近視進行を防ぐ為の取り

組みを強化する事で社会貢献と失明を少しでも減らす

事により多くの人々へのお役立が出来ると考えており

ます。子供たちに向けての近視進行抑制と共に、40 歳

以上の方々には眼科での定期検査が大切な眼を守る為

に大切な事を知っていただければと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

お誕生日おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井上 穂会員 

 

 

 

 

 

山口幹夫会員 

 叔父が社長、父親が専務をして

いた繊維会社で働いていたのです

が、海外との価格競争の勝てずに

廃業せざるを得なくなりました。

また結婚して 5 年、生活もあるので起業することにした

のですが、まずどんな業種、仕事をするか迷わないため

に設立趣意書を作りました。 

 『①メーカー機能より販売機能、②業種転換しても既

存の建物を利用、③少人数で運営、維持できること、⑤

諸外国の外交、政治に影響を受けない、⑥需要の増大が

期待できるもの、⑦安定したマーケットの創造が可能、

⑧大きな利益はなくも、まじめに努力すれば大きな損失

はしない』等。 

 当時はベビーブームで年間 200 万人の赤ちゃんがう

まれており、姉から、東京では貸オムツ業が繁盛してい

るらしいと聞きました。そこで父の友人の産婦人科医に

相談し、昭和 47 年に株式会社ホワイト商会を設立。母

と妻と私の 3 人で、産婦人科などを対象としたオムツと

ベッドのリース業を始めました。初年度の売り上げは

200 万円。繊維会社を閉鎖した頃から一年間、母親と共

に通った大徳寺で学んだ『人は神仏、先祖等目に見えな

い偉大な力や自然の恵みによって生かされている』とい

う感謝の生き方を支えに、日々仕事に励みました。 

 その後、大きな出会いに恵まれました。56 年に熊本

に本部を置き、全国にチェーン展開する『日本さわやか

グループ（ホワイト急便）』に加盟させていただいたこ
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とです。豊橋市に 3 工場、豊川市、蒲郡市に各 1 工場

を、東三河一帯から岡崎、幸田方面には 130 店舗の営業

店を展開することによりほぼ地域のニーズを網羅でき

るようになりました。常にお客様の顔を思い浮かべなが

ら商品一点一点の『愛情仕上げ』を実践しています。 

 大きな転機になったのが、工場のクリーンルーム用衣

服の洗浄ノウハウを持つ、日本シーアイシー技研（株）

の小林社長との出会いだった。 

 全国 13 拠点あるうちの中部地方の研究所を、私に任

せていただくことになったのです。平成 10 年、工場を

三重県亀山にも作りました。すると、その真ん前にシャ

ープ、凸版印刷が進出し、クリーンルームで使用する制

服の洗浄を当社が一手に引き受けることになったので

す。こうした強運に恵まれたのも、よりよい生き方につ

いての学びがあったからこそだと思っています。 

 

宮川直樹会員 

・皆さん、渥美 RC が毎年 2 月中

旬から 3 月中旬に開催している

「免々田川 菜の花・桜まつり」を

知っていますか？私があの時、違

う選択をしていたら、ひょっとし

たら「免々田川 菜の花・桜まつり」はなかったかも

…というお話です。  

・今年の「免々田川 菜の花・桜まつり」は、 2 月 15 

日（日）～ 3 月 15 日（日）。  

・しだれ桜と菜の花のコントラストがキレイで、キッチ

ンカーなども、たくさん出て、期間中は大勢の観光客

が訪れるイベントです。  

・期間中の土日には、渥美 RC の会員が交代で当番をし

ているので、是非、見にいらしてください。例年、見

ごろは 2 月末から 3 月始めです。  

・今から 22 年前、長男が小学校 5 年生の時の学芸会

（今の学習発表会）で、地元の免々田川の上流でホタ

ルが見られるという劇をやりました。ホタルは綺麗な

川にしか生息できないので、川をきれいに守りましょ

うという劇。  

・私は、当時、朝倉川育水フォーラムの活動を知ってい

ました。朝倉川でホタルが見られるので、川を守ろう

という活動。  

・朝倉川育水フォーラムのような活動、ホタルを守る活

動、子供たちが環境のことを意識する活動ができると

いいと思った。そして、地元の人でもあまり知らない

ホタルが見られることを知ってもらって、川を汚さな

いようにしてもらうことができればいいと考えた。子

どもたちが清掃活動をしているのに、大人が川を汚す

ことはできない。  

・ただ、朝倉川育水フォーラムは豊橋商工会議所に事務

局があり、組織や運営がしっかりとできていた。私は

当時の商工会議所の職員で、朝倉川育水フォーラムの

事務局長だった西川幸孝さんに相談した。今は白井さ

んのところの、クックマートさんの顧問もされている。  

・事務局機能がしっかりしていないと、会を作っても運

営は難しいですよね？と。  

・西川さんは、「いいことだから、やらないより、やっ

た方がいい。上手くいかなければやめればいい。誰も

咎めたりしない。できる範囲で気軽にやってみれば」

と背中を押してくれた。  

・そこで、私は小学校の児童の親で仲の良い人、数人に

声をかけて、こんな会を立ち上げたいけどどう思う？

と。  

・そして、やろうやろうとなり、「免々田川のホタルを

守る会」を立ち上げた。活動内容は、ホタル観察会、

カワニナの飼育・放流、川の清掃、ハイキング、最後

は総勢大人も含めて 100 人くらいの会になった。  

・その時、会員の一人が渥美 RC の会員の川口敏郎さん

で、免々田川の土手に河津桜を植えてはどうかとアイ

デアを出してくれた。さすがに大がかりで管理が大変

で長期にわたるので、ロータリークラブで提案してみ

ることになり、渥美 RC で桜のオーナーを  1 本 

1,000 円で募集して、河津桜を植えた。  

・それがだんだんと広まっていき、今の「免々田川 菜

の花・桜まつり」につながっている。  

・私が西川さんに相談して、ちょっと難しいかな、大変

だなと思ってやらなければ、今の「免々田川 菜の花・

桜まつり」はなかったかもしれないというお話でした。  

・是非、皆さん「免々田川 菜の花・桜まつり」にいら

してください。  

 

 

 

鈴木雅人職業奉仕委員長 

 

1. 講演の目的と背景 

本講演は、11 月に実施された職場

見学例会(青山建設および朝日土木

興業の柳生川地下河川工事現場)を

踏まえ、職業奉仕の視点から企業活動と工事現場の取組

みを検証するものでした。職業奉仕委員会として、職場

見学例会、職業奉仕例会、フォーラム職業奉仕の一連の

流れを作り、ロータリアンとしての活動を共有する機会

とすることを目指しています。 

 

2. 職業奉仕の本質 

2-1. 職業奉仕とは 

• 全てのロータリアンの仕事は「人の役に立つ仕

事であり、価値ある仕事」である 

• 原価向上は社員や仕入先の利益に、売価向上は

会社の利益に繋がる 

• 最も重要なのは「お客様満足度」の向上であり、

全ての関係者の幸せに繋がる 

職業奉仕担当例会 
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2-2. Service と奉仕の違い 

英語の「Service」には自己犠牲という概念はなく、「人

の役に立つ働き」を意味します。持続可能な奉仕でなけ

ればなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二宮金次郎の言葉: 

「経済なき道徳は戯言であり、道徳なき経済は犯罪であ

る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渋沢栄一『論語とそろばん』の主張: 

• 道義を伴った利益を追求せよ 

• 自分より他人を優先し、公益を第一にせよ 

→ 金儲けと世の中への貢献を両立させることが重要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 四つのテストの活用 

3-1. 四つのテストとは 

創案者 Herbert J. Taylor が 1930 年代に会社を破産か

ら救うために開発した倫理基準: 

1. 真実かどうか 

2. みんなに公平か 

3. 好意と友情を深めるか 

4. みんなのためになるかどうか 

※「TESTS」ではなく単数形の「TEST」=4 つ全てを

確認してから判断する 

 

3-2. ロータリアンとしての実践 

自社の「社是」「社訓」「理念」を四つのテストに照らし

合わせることで、ロータリアンらしい職業人としての指

針が見えてきます。ホームページに経営理念を掲載する

ことは、社員・取引先・世間に対する重要なメッセージ

となります。 

事例紹介: 

• イオン株式会社、京セラ株式会社、本多技研工

業株式会社の基本理念が四つのテストにどう

対応しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 朝日土木興業の事例紹介 

4-1. 会社概要 

• 設立:昭和 24 年 1 月(創業 78 年目) 

• 社員数:29 名(うち工事部 19 名) 

• 事業内容:公共土木工事が 99%(愛知県、豊橋市

発注) 

• 対象工種:道路、河川、砂防、海岸堤防、下水道、

舗装修繕等 

• 特徴:災害復旧や防疫活動への対応 
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4-2. 経営方針(社長メッセージ) 

1. 「他の会社から目標とされる会社にしよう」 

2. 「笑って仕事をしよう」 

これらを四つのテストに当てはめ、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AI を活用して具体的な取組み提案を受けた結果: 

• 真実かどうか: 施工記録の透明化、社内情報共

有の徹底 

• みんなに公平か: 公平な評価制度、協力会社と

の公平な取引 

• 好意と友情を深めるか: 社内コミュニケーショ

ン活性化、地域との絆づくり 

• みんなのためになるか: 地域インフラの長期的

価値向上、環境への配慮 

 

5. 柳生川地下河川工事での取組み 

5-1. 現場監督の仕事 

現場監督には 12 項目の役割があり、不確定要素が多い

中で計画修正を繰り返しながら工事を完成させます。多

くの現場監督が持つ判断基準: 

• 関係者(発注者、地域住民、協力会社、自社)が納

得できるか 

• 法令に違反していないか 

• 必要なところに正しい情報を提供しているか 

• 製品に対して自信を持って提供できるか 

→ これらは四つのテストに近い判断基準 

5-2. 実際の問題対応事例 

問題: 掘削作業中に地面から水が噴出し、砂や土も噴き

出す危険性 

現場監督の葛藤: 

• 事故防止 vs 工期遅延 

• 顧客要望への対応 vs 安全確保 

• 作業増加、利益圧迫 

 

実際の対応: 

• 掘削作業の一時中止と発注者への報告 

• 道路・設備への影響確認と監視 

• 代替工法の提案 

• 設計変更内容の提案と新たな施工計画作成 

四つのテストとの照合: 

1. 真実かどうか → 問題点を事前に隠さず報告 

2. みんなに公平か → 目先の負担より安全を優

先 

3. 好意と友情を深めるか → 誠実な対応で発注

者との信頼関係を深化 

4. みんなのためになるか → 地域住民や作業員

の安全優先 

 

6. 令和 5 年 6 月東三河豪雨における活動 

6-1. 災害概要 

令和 5 年 6 月 2 日~3 日の豪雨により東三河地域で多数

の道路が水没。当社は 8 日間、24 時間体制で対応。 

6-2. 主な活動内容 

1. 建設中の砂防堰堤工事現場からの土砂流出対

応 

2. 豊橋河川事務所からの防災協定に基づく堤内

排水活動 

3. 東三河建設事務所からの道路巡視業務、交通規

制対応、応急復旧業務 

6-3. 災害対応で分かったこと 

• 全てにおいて早急な判断が求められる 

• 優先順位を定めることは困難。できることから

対応するのが基本 

• 応援要請・協力要請を行いやすくするため、事

前に関係各所と協議しておくことが重要 

有事の時ほど多くの判断を求められるため、四つのテ

ストのような判断基準を持つことが非常に大切 

 

 

 

 

 

 

 

★幹事報告  

・地区防災対策委員会より防災対策に関連する研修

会のご案内が届いております。 

★他クラブの例会変更 
■2月 2日(月) 豊橋南RC 明るい家庭作り推進大会 
■2月 3日(火) 宝 飯RC 合同節分例会(ｻｲﾝ無) 
■2月 4日(水) 豊 川RC 豊川宝飯RCと合同節分例会 
■2月 5日(木) 田 原RC 移動例会のため 
■2月 6日(金) 蒲 郡RC ポリオ撲滅例会 

★ニコボックス 
神谷 馨・髙橋哲也：職業奉仕担当例会です。鈴木雅

人委員長よろしくお願い。 

大須賀憲太・髙橋哲也・ 

酒井正樹：誕生日をお祝い頂き。 

井上 穂：入会記念日をお祝い頂き。 

山口幹夫・宮川直樹：会員スピーチをさせて頂き。 

鈴木雅人：職業奉仕担当例会です。よろしくお願い。 

村松 光：2024.7 より取り組んでいますブータンプロ
ジェクトのグローバル補助金申請を実行し
ました。いばらの道がまだまだ続きますが
温かく見守って下さい！ 

辻 信之：例会に出席させて頂き。 

二橋佳奈：家族会の写真をありがとうございました。 

札木聖巳：バッジを忘れました。ごめんなさい。 

宮川直樹ニコボックス委員 


